
▶インタビュー
「子どもプログラミング
展開の秘訣に迫る！」

−旭屋書店 池袋店様
　CPU 青年団では、子ども向けプログラミ
ング書籍を積極的に展開されている旭屋書店
池袋店様からお話を伺いました。同店舗では、
児童書売場のフェア台を使用して大きな成果
をあげられています。PC 書担当の橘田様と
児童書担当の長谷川様にお時間をいただき、
展開の秘訣を教えていただきました。

●児童書コーナーで子ども向けプログラミン
グフェアを開催されたきっかけは？
　2016 年秋の新聞に 2020 年小学校必修化

の記事が載りました。その記事を見た上司の

有藤から勧められたのがきっかけです。そし

て、当時の PC書担当に相談しフェアが実現

しました。

　ちょうど 2016 年の CPU 大賞『ルビィの

ぼうけん』（翔泳社）が発売された時期でも

あります。

●書籍の選定はどのようになさいましたか？
　ネットで検索して、レビューを見るところ

から始めました。親や子どもが喜んでいる

か、楽しんでいるかどうかをポイントにしま

した。

●実際にフェアをされてみて、お客様の反応
はいかがですか？
　お母さん、もしくはお母さん同士が売場に

いらっしゃる光景をよく目にします。お互い

に話しながら選ばれているようです。読みや

すい本、マンガや絵本など、ビジュアルを多

▶旬の増売ポイント！
　記事にもあるように子どものプログラミン
グ教育が注目され、イベントも各地で行われ
ています。秋に向けてフェア開催や棚の充実
を図るいい機会です。PC 書の枠を超えて児
童書、教育書（英語・算数）などと共に展開
できる可能性も秘めているかも？
　情報処理試験の願書受付が始まり、10 月
15 日の試験まで、対策書の売行きが勢いを
増します。

▶ CPU 通信創刊！
　CPU 通信では CPU 青年団が、PC 書販売
についての旬なテーマ、役立つ話題を一致団
結して提供していきます。果たして何号まで
続くでしょうか。皆さまの現場取材にお伺い
することもあると思いますので、応援をよろ
しくお願いいたします！

▶ CPU 大賞発表！
　2017 年 6月 22 日に 2016 年度の CPU 大
賞が発表されました。各賞の受賞おめでとう
ございます！

 ●売上部門
　紀伊國屋書店 新宿本店　西根様、瀬古様
　ジュンク堂書店 池袋本店　阿部様
　丸善 丸の内本店　内堀様

 ●書店部門
　三省堂書店 有楽町店　太田様
　ACADEMIA 港北店　春原様
　ブックファースト 川崎駅前店　中澤様

 ●新人部門（新設）
　芳林堂書店 高田馬場店　古川様
　紀伊國屋書店 流山おおたかの森店　蓑田様
　三省堂書店  名古屋高島屋店　野田様
　有隣堂 町田モディ店　栗田様

 ●関西支部部門（新設）
　紀伊國屋書店 梅田本店　加藤様

 ●青年団部門（新設）
　丸善 ラゾーナ川崎店　前川様

 ●書籍部門
　『ルビィのぼうけん』（翔泳社）

▶編集後記
●インプレス（本郷）：ついに創刊号！今後も
棚作りの参考になる情報を提供いたします！
● SB クリエイティブ（高塚）：PC 書はまだ
まだ売上伸ばせます！一緒に頑張りましょう！
●技術評論社（野口）：CPU 通信の言い出しっ
ぺです！
●翔泳社（高橋）：猛暑にめげず楽しく仕事
ができました !!
●マイナビ出版（永野）：コンピュータ書に
関することでしたら青年団に何でもご相談く
ださい！

▶棚分類コード改訂中
　2017 年 10 月を目指して PC 書の棚分類
コードの改訂作業を進めています。前回の
改訂は 2015 年でしたが、すでに使われなく
なった用語、新しく使われるようになった用
語が膨大な数となり、予想以上の大改訂にな
りそうです。プログラミング教育や人工知能
などは新カテゴリーを設置します。

■子ども向けプログラミングフェアの様子

（旭屋書店 池袋店様 児童書売場にて）

用したものが人気です。

●子どもプログラミングの書籍を児童書売場
に置くかどうかはどのように判断なさってい
ますか？
　中身を見て決めています。私自身が見て理

解できそうかどうかがポイントです。それか

ら、児童書売場に置くものとしては、ルビが

振ってあることが条件です。

●子どもプログラミングで、こういった本が
欲しいといったご要望はありますか？
　子どもにとってわかりやすい本が欲しいで

す。マンガなど、本を読まない人でも取っつ

きやすいものもいいですね。

●今後同様のフェアを開催される店舗さんに
メッセージをお願いいたします。
　専門的な知識がなくても子どもプログラミ

ングフェアはできます！ PC書担当さん、版

元さんにも協力していただいてはどうでしょ

うか。
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